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Fig．3　Drawdowns　for　Multi－layered　Aquifers．
58 多層の被圧帯水層から揚水するときの地下水定常流について
　て決定される．
⑥自由地下水層の水頭低下を無視できない場合には，
　一番上層の被圧帯水層を自由地下水層と考え，その
　上にある自由地下水層と半透水層の存在を無視すれ
　ばよい．ただし，この場合でも自由地下水層の流れ
　は準一次元流と仮定しなければならない．
⑦境界条件は各帯水層から井戸に流入する流量もし
　くは井戸における各帯水層の水頭である．従って，
　口径の異なるストレーナーで揚水する場合，任意の
　帯水層から一定の揚水量で取水する場合なども容易
　に解を求めることができる．
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